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『透析室における各種DX』
〜AIが拡げる未来展望〜
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02 当院でのDX
過去〜現在
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AIが拡げる未来展望

国内の現状
⽇本の医療DXと透析標準化の現状
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医療DX令和ビジョン2030
01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

出典元：厚⽣労働省HP

2030年までに
実現することを⽬指して
2022年に国が動き出した



電⼦カルテ情報共有サービス 「医療DX令和ビジョン」の⼀環

01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

出典元：厚⽣労働省HP

※３⽂書６情報を全国の医療機関や薬局間で共有するサービス



01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

出典元：厚⽣労働省HP電⼦カルテ情報共有サービス モデル事業参加医療機関



電⼦カルテの導⼊率（2023年度）
01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

出典元：厚⽣労働省HP

まだまだ時間がかかりそうな印象・・・



透析領域での動きは？
01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

◉透析情報の標準化と共有:
#旅⾏透析や⼊院時の他施設での施設間での情報共有が不可⽋
#従来はFAXなどでの情報提供が主流
厚⽣労働科学研究によって
「透析情報標準 HL7 FHIR＊ 記述仕様」が策定
2024年8⽉に医療情報標準化推進協議会（HELICS）標準
として採択

◉治療データの収集と活⽤:
透析装置の通信共通プロトコルを活⽤し、治療データの
収集と活⽤が進められている
コンソールからカルテへのデータ転記作業を⾃動化・効
率化する透析専⾨の部⾨システムを開発中

◉AIの活⽤:
透析領域におけるAIの活⽤に関するさまざまな取り組み
が進められてる。 

＊HL7 FHIR（Health Level Seven Fast healthcare Interoperability Resources）

2023年12⽉4⽇初版Ver1.00
2024年2⽉28⽇Ver1.01
2024年6⽉4⽇Ver1.02

2024年7⽉14⽇Ver1.03

出典元：⽇本透析医学会HP



01 国内の現状 ⽇本の医療DXと透析標準化の現状

透析情報標準規格 HL7FHIR 記述仕様 Ver1.03より 出典元：⽇本透析医学会HP



『透析室における各種DX』
〜AIが拡げる未来展望〜

国内の現状
⽇本の医療DXと透析標準化の現状

01

確実に前へ進んでいるが
全国の透析関連施設への実装は
⻑期化するのでは...

考察



『透析室における各種DX』
〜AIが拡げる未来展望〜

01 国内の現状
⽇本の医療DXと透析標準化の現状

02 当院でのDX
過去〜現在

03 VA管理における未来展望
AIが拡げる未来展望

当院でのDX
過去〜現在
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当院のDX化時系列 2010〜2025

02 当院でのDX 過去〜現在
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FNW・PACSを
iPadで操作可能

HHD管理を
クラウド化

⾎糖管理を
クラウド化

フット管理を
クラウド化

2022年

Join 
導
⼊

⾜病専⾨医との
連携をクラウド化



電⼦カルテ 代表的な3タイプ

02 当院でのDX 過去〜現在



当院における電⼦カルテシステムと地域連携
02 当院でのDX 過去〜現在

院内にサーバー設置

オンプレミス型
電⼦カルテ

データバックアップのみクラウド



当院における電⼦カルテシステムと地域連携
02 当院でのDX 過去〜現在

院内にサーバー設置

オンプレミス型
電⼦カルテ

紙ベースで情報共有
（FAX・⼿紙）

業務量は多 セキュリティレベルは低

他施設
⼊院・受診・臨時透析など



FNW

電⼦カルテと画像管理システム（PACS）の院内運⽤
02 当院でのDX 過去〜現在

電⼦カルテ

PACS

CKD・VA外来記録 ／ 各種検査記録 ／ ⼼電図はデータ転送
院内の診療報酬算定 ／ 処⽅

⾃動：透析記録（治療経過）
⼿動：SOAP（Dr・Ns・CE） ／ 薬剤投与指⽰ ／ 透析条件変更 ／ 透析スケジュール
＊透析記録やSOAPが転送され、透析コストが電⼦カルテへ反映される

画像データ保存（レントゲン・造影・エコー・CTなど）

連

携



FNW

電⼦カルテと画像管理システム（PACS）の院内運⽤
02 当院でのDX 過去〜現在

電⼦カルテ

PACS

CKD・VA外来記録 ／ 各種検査記録 ／ ⼼電図はデータ転送
院内の診療報酬算定 ／ 処⽅

iPadの導⼊

『FNW』『レントゲン・エコー・造影』画像を
ベッドサイドで閲覧可能 ＊現在はFNWのみ



FNW

電⼦カルテと画像管理システム（PACS）の院内運⽤
02 当院でのDX 過去〜現在

電⼦カルテ

PACS

連

携

電⼦カルテをクラウド化した場合

「セキュリティレベルが上がり他社連携が難しくなる」⾒解
電⼦カルテメーカー担当者

クラウドネイティブ型が主流になれば連携問題は解決していくのでは？



管理内容別のクラウド運⽤
02 当院でのDX 過去〜現在

画像出典：Libre製品サイト 画像出典：Steplife製品サイト
臨床⼯学技⼠
株式会社セカンドハート 代表取締役
⽯⽥ 幸広



管理内容別のクラウド運⽤
02 当院でのDX 過去〜現在

電⼦カルテ

電⼦カルテへの実績データの保存は？

結局は、PDF化したデータを電⼦カルテへスキャン保存が現状



『透析室における各種DX』
〜AIが拡げる未来展望〜

当院におけるDX
過去〜現在

02

院内の各システムを連携することがで
きれば業務効率の向上を図れるが...
オンプレとクラウドが混在する現時点
での課題を整理し、次の⼀歩を考えて
いく段階

考察
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AIの加速
03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

『AGI』や『ASI』主流の医療AIが近い未来

AI
Artificial intelligence
(⼈⼯知能)

限定的なことなら⼈間に近いレベルの
“特化型AI”

⼈間>AI

現在
未来

AGI
Artificial General Intelligence
(汎⽤⼈⼯知能)

⼈間と同じレベルの
“なんでもできるAI”

⼈間≒AGI

ASI
Artificial Superintelligence
(超⼈⼯知能)

⼈間をはるかに超える
“超天才AI”

⼈間＜ASI



Automated IVC ワンタッチでIVCの呼吸変動を計測
Automated B-Line    リアルタイムでB-Lineをハイライトし、カウント
Real-Time EF EF値をリアルタイム計測
Automated VTI ワンタッチでVTI計測
cNerve 神経をリアルタイムスキャン（腕神経叢・⼤腿神経・坐⾻神経）
Caption Guidance ⼼エコー検査⾃体をアシスト

エコー装置の進歩 AI技術活⽤の現在地（他領域）

03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

資料提供：GEヘルスケアジャパン株式会社

【GE HealthCare】
AI活⽤した技術でエコー検査をサポート

⼼臓・肺・下⼤静脈・神経を対象にAI技術を活⽤



エコー装置の進歩 AI技術活⽤の現在地（他領域）

03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

資料提供：GEヘルスケアジャパン株式会社

※AI技術を⽤いて設計されました

Caption Guidance
⼼エコー検査のスキャン⾃体をアシスト、⾼いクオリティの検査を補助

Reference imageも画⾯に表⽰します。

1 適切な画像を描出するために、プローブの向きやをガイド表⽰します。

2

3

装置が画像描出が出来たと判断すると、Quality Meterが上昇します。

4

※本機能の使⽤において、診断に⽤いる画像の選択は使⽤者の判断により⾏うこと

ユーザーがQuality Meterを緑⾊に⼀定時間維持すると、
⾃動で動画を保存をすることも可能。

【GE HealthCare】

AIが指導者として技術習得のサポート



エコー装置の進歩 AI技術活⽤の現在地（透析領域）

03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

© KONICA MINOLTA

Confidential
適⽤部位・神経

部位 対象神経

頚部
腕神経叢 斜⾓筋間アプローチ
腕神経叢 鎖⾻上アプローチ

上肢

腕神経叢 腋窩アプローチ
正中神経
尺⾻神経
橈⾻神経

今後のバージョンアップで対象神経の拡張を予定

現在対応している部位、神経

資料提供：コニカミノルタジャパン株式会社

【KONICA MINOLTA】神経強調機能「VisNerve」について



エコー装置の進歩 AI技術活⽤の現在地（透析領域）

03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

© KONICA MINOLTA

Confidential
適⽤部位・神経

部位 対象神経

頚部
腕神経叢 斜⾓筋間アプローチ
腕神経叢 鎖⾻上アプローチ

上肢

腕神経叢 腋窩アプローチ
正中神経
尺⾻神経
橈⾻神経

今後のバージョンアップで対象神経の拡張を予定

現在対応している部位、神経

資料提供：コニカミノルタジャパン株式会社

【KONICA MINOLTA】神経強調機能「VisNerve」についてVisNerve -神経可視化-

穿刺部位の選定やVAIVT前の神経⿇酔に活⽤



03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

今まで時間がかかっていた業務をAIが担い
スタッフの業務負担を⼤幅にカット

【エコー検査の⾃動化】
＊プローブ操作のみ
⾃動機能評価
⾃動形態評価

【レポート作成の⾃動化】
機能評価（FV/RI/PI）
形態評価（⾎管⾛⾏/動静脈経/狭窄径/吻合部径）
マッピング（⾎管⾛⾏の模写）
フォローアップ（次回予約⽇の決定）
治療介⼊（患者別介⼊基準の提案）
など...

例えば...

【事務処理の⾃動化】
受付/コスト⼊⼒
精算/レセプト
など...

VA × AGI•ASI の未来展望



VA × AGI•ASI の未来展望
03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

穿刺
サポート

VA
教育

⾃動
機能評価

⾃動
形態評価

治療介⼊
サポート

治療
サポート

全⾝
経過管理

各患者・各スタッフに個別の管理やサポートをAIが担う未来

診断
サポート



VA × AGI•ASI の未来展望
03 VA管理における未来展望 Aiが拡げる未来展望

すでにAIを使いこなしているCEも増えている！

資料提供：shunt echo Lab（from X）



『透析室における各種DX』
〜AIが拡げる未来展望〜

VA管理における未来展望
AIが拡げる未来展望

03

医療DXや医療機器にはAI活⽤
が必須となってきている。
臨床でAIを活かしていくことが
医療者に求められてくる。

考察



- 総 括 -

「医療機器をどのように臨床へ活かすか？」を
考えてきたように

「DXやAIをどのように活かすか？」を
考えてくことが重要

医療者の価値を⽰す⽅法のひとつ




